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2 0 1 8 - 2 0 1 9 年度  第 1 8 0 0 回例会 

宇 都 宮 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会長：田中正夫 幹事：磯貝 太 広報委員会リーダー：若林博純 

例会場及び例会日：ホテルニューイタヤ≪水曜 12：30≫ 

事務所：宇都宮市大通り 2-4-6 ホテルニューイタヤ内 

TEL：028-635-5511（ホテルニューイタヤ） 

 

 

 

 

 

    司 会          山本 敬三  会場監督（S.A.A） 

 

● ロータリーソング「我らの生業」   

    ビジター紹介       桝田 健司 親睦委員長 

 

  §竹田真臣 様・朝倉宏子 様・布施智子 様（宇都宮陽東 RC） 

  §長谷川 薫 様 税理士法人長谷川会計事務所会長（卓話者） 

 

    会長の時間 

 

こんにちは。ロータリークラブの創立者ポール・ハリスは次のような言葉を残されています。「立派

な目的に全身全霊を打ち込めば、幾分なりとも、そのよさが必ずわかるものです。」これは「ポール・

ハリス語録」の「不屈」の節から抜粋しました。今日の例会の卓話は、税理士の長谷川薫様による「郷

土の偉人 荒井退造の事績に学ぶ」です。長谷川様は、今から 20 年前に、私を当クラブに紹介してく

ださった方です。長谷川様、よろしくお願い申し上げます。 

今日の例会が、少しでも多く皆様のお役に立つことを願いまして、会長の挨拶とさせていただきます。 

 

    幹事報告         磯貝 太 幹事 

 

§米山記念奨学会より、第 34回米山功労クラブとして表彰状が届いております。 

§2月 23日(土)IMが開催されます。出欠確認のお済でない方は至急幹事までご連絡ください。 

§第 20回 RI囲碁大会のご案内が届いております。(回覧)  

 

 2018-2019 年度インターシティーミーティング キャラバン 

 

    ホストクラブ：宇都宮陽東ロータリークラブ 

テーマ「ポール・ハリスを語ろう」  

開催日：2019年 2月 23日(土)   場所：宇都宮グランドホテル 1階 平安の間 

    登録開始：15:30  点鐘：16：00 （詳細資料配布） 

1 月 第 3 例会          

2019 年 1 月 23 日(水)      会員数 53名 出席 22 名 
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    スマイルボックス委員会報告    長谷川 博夫 委員長 

 

§竹田真臣様(宇都宮陽東 RC) 

         IMのキャラバンに伺いました。本日はよろしくお願い致します。 

§田中正夫会長  長谷川様、卓話よろしくお願い致します。 

§村上芳弘会員  陽東ロータリークラブの皆様、ようこそいらっしゃいました。特に竹田さんしばらく

振りです。 

§塩田 潔会員  今日は荒井退造さんの話し、楽しみにして参りました。長谷川先生よろしくお願い致

します。私の家と遠縁になっていますので楽しみです。 

§田村一夫会員  長谷川先生、お久しぶりです。陽南 RC 発足当時が思い出されます。出席不良会員の

小生ですが先生の卓話を楽しみに出席しました。 

§中野智之会員  陽東ロータリークラブの皆様、キャラバンお疲れ様です。IMではお世話になります。 

§岩本一男会員  久しぶりの例会です。新年会も出られませんでしたので、今年もよろしくお願い致し

ます。今日、長谷川様の卓話、楽しみにしています。 

§小保方明美会員 今月、16・17・18 日と京都へ行って来ました。和讃の新年研修会でした。その寺院

の由来の曲を、その場で唱えました。京都は何度行っても良い都です。 

  

多くの会員の皆様にご協力戴きありがとうございました   今週の金額  10,000 円  

 

 招待卓話 

 

   

長谷川 薫 様 長谷川税理士事務所 所長 

 

 

「郷土の偉人 荒井退造の業績に学ぶ」 

    

栃木県宇都宮市出身の荒井退造は、苦学の後に警察部長として昭和 18年沖縄に赴任した。 

7 月にはサイパン玉砕、沖縄が戦場となるのは時間の問題であった。閣議で県外疎開が決定され、知事

不在という異例の事態の直面しながら退造はひとりでも多くの沖縄県民の命を救うため、自らの信念と

吏道を貫く。終戦直前の 6 月 26 日。後に着任した島田叡知事を支え、行動を共にした二人は、壕を出

てその姿を消す。2 人により命を救われた沖縄県民は 20 万人以上ともいわれ、沖縄では「2 人の島守」

と呼ばれている。 

 

荒井 退造（1900年 9月 22日 - 1945年 6月 26日） 

日本の警察官僚。沖縄戦時、沖縄県警察部長として県民の避難 

保護に尽力した。  

来歴・人物[編集] 

栃木県芳賀郡清原村（現在の宇都宮市上籠谷町）に農家の次男 

として出生。鐺山尋常小学校、清原尋常高等小学校 栃木県宇都宮 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1900%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1900%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1945%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1945%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E8%AD%A6%E5%AF%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E8%AD%A6%E5%AF%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%96%E7%B8%84%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%96%E7%B8%84%E7%9C%8C%E8%AD%A6%E5%AF%9F%E9%83%A8
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%8D%92%E4%BA%95%E9%80%80%E9%80%A0&action=edit&section=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E9%83%BD%E5%AE%AE%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E9%83%BD%E5%AE%AE%E5%B8%82%E7%AB%8B%E6%B8%85%E5%8E%9F%E5%8D%97%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E9%83%BD%E5%AE%AE%E5%B8%82%E7%AB%8B%E6%B8%85%E5%8E%9F%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi_2p6bjKXgAhVOO7wKHaEiAKcQjRx6BAgBEAU&url=https://books.rakuten.co.jp/rb/13423804/&psig=AOvVaw2CIymXPuhw4p67yCbHtJDO&ust=1549473348414122
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中学校と進み、巡査をしながら明治大学夜間部を卒業、1927年高等試験に合格、同年内務省に入省した

苦学力行の人物。長男は、亡父の遺志を継ぎ、戦後東京大学法学部を卒業して旧自治省に入省、行政局

長・国土庁審議官を歴任した荒井紀雄。  

1943年、福井県官房長から沖縄県警察部長に就任。沖縄戦では、島田叡沖縄県知事を支え、県民の県

外・北部疎開や軍との交渉などに当たる。その後、島田と行動を共にし、1945年 6月 26日、島田と摩

文仁の軍医部壕を出たのを最後に消息不明となった。現在もその遺体は未発見である。島田と共に県民

の避難・保護に尽力し、合わせて約 20万人の命を救った。  

2007年、彼の遺品と見られる碁石と万年筆が県庁警察部壕内で発見された。万年筆については、後に

沖縄県平和祈念資料館に寄贈された。  

2016年、宇都宮市上籠谷町にある生家に顕彰碑と記念館が設置された。  

 

 招待卓話 1 月 16 日 

 

 

有限会社 飛行船 専務取締役 桶田 博信 様 

 

 

「第 12回 飛行船 感謝祭」 のご案内 

 

早春の候、皆様におかれましては、ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。 

弊社は創業から本年で 33 年を迎えることができました。これもひとえに、皆様方のお陰と謹んで感

謝申し上げます。また、結成から 8年目を迎える「飛行船復興支援プロジェクト」は、多くの方々のお

力をいただきながら、2011年 3月 30日の第 1便から本日に至るまでに 142便を継続し、大きな絆の輪

を広げて参りました。 

この度、復興支援活動をはじめ弊社を支えていただく皆様への感謝をお伝えするため、『第 12 回 飛

行船 感謝祭』を開催させていただく運びとなりました。未曾有の被害をもたらした東日本大震災から

間もなく 8年を迎えますが、現在も多くの方が仮設住宅で暮らしています。特に福島の方々は現在も全

国各地に避難し、理不尽な差別に遭い苦しんでいます。また、全国各地では地震や台風、大雨、大雪な

ど度重なる自然災害に見舞われ、多くの方が甚大な被害に遭われ、現在も避難生活を余儀なくされてい

ます。そうした中、弊社ではこれまでに、岩手県釜石市や大槌町を中心に 40,000 箱以上の支援物資を

お届けして参りました。2016年からは避難指示が解除された福島県南相馬市の小高区と原町区の仮設住

宅や住民の方々へ、2018年には豪雨被害に遭われた広島県へ野菜等の物資をお届けしています。 

これまでご支援をいただいた方々は 7,000名超、ボランティアの方々は 4,000名超、物資の 9割を占

める野菜を供給する「飛行船ファーム」では、携わるボランティアの方の作業回数が 400回に到達いた

しました。また、震災から復興を遂げた三陸の珠玉の海産物や特産品をご提供し、自立支援の一助に寄

与することを目的にオープンした「釜石物産店」や「復興食堂ゆめ広場」では、再起を果たした漁協や

水産加工所・漁師の方々から仕入れた貴重なホタテやカキ、わかめ等が好評を博し、県内外から多くの

方々にお越しいただき、東北と全国を繋ぐ場として賑わっております。 

この度の感謝祭には、岩手県出身で自らも復興の為に尽力されてきた、シンガーソングライターの松

本哲也さんやミュージシャンの Norishige(のりしげ)さんをはじめ、多数のゲストの方が出演されます。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B7%A1%E6%9F%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%92%E6%A5%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%96%87%E5%AE%98%E8%A9%A6%E9%A8%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E5%8B%99%E7%9C%81_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/1943%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E7%94%B0%E5%8F%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E9%81%93%E5%BA%9C%E7%9C%8C%E7%9F%A5%E4%BA%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%91%A9%E6%96%87%E4%BB%81%E6%9D%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%91%A9%E6%96%87%E4%BB%81%E6%9D%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A2%81%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E5%B9%B4%E7%AD%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%96%E7%B8%84%E7%9C%8C%E5%B9%B3%E5%92%8C%E7%A5%88%E5%BF%B5%E8%B3%87%E6%96%99%E9%A4%A8
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また、毎回恒例となった岩手県釜石市 野田武則市長と栃木県鹿沼市 佐藤信市長との復興対談が行われ、

その模様は「CRT栃木放送」4時間半の生放送を通じて県内をはじめ全国へ配信されます。 

感謝祭では、これまで関わっていただいた皆様への感謝をお伝えると共に、一人でも多くの方が震災

に触れる機会となり、9年目の復興へと向かう新たな出発の場となることを願っております。 

私たちの活動は、砂粒のように小さいかもしれませんが、応援の旗を振り続けることが絶望感に陥っ

ている方々に勇気を感じていただけると信じています。復興は未だ終わっていません。被災された方々

から必要とされる限り、私たちはこれからもこの活動を継続して参ります。ご多用中とは存じますが、

皆様のご来場を心よりお待ち申し上げます。 

 日時 19年 3月 10日（日）10:00〜17:00 ※雨天決行（CRT栃木放送 4時間半 生放送 11:30～16:00 ） 

会場   飛行船コミュニティー広場 （飛行船鹿沼店）〒322-0011 栃木県鹿沼市白桑田 516-4 

お問合せ 有限会社 飛行船（本社） 栃木県宇都宮市鶴田 2-11-4 TEL/FAX 028-649-0180     

 ※ポスター、チラシ等配布していただける方はご連絡をいただければ幸いに存じます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    プログラム     

 

 

日付 時間 プログラム 例会場 

第 1802 回 

2 月 13 日(水) 
12：30～13：30 

招待卓話 

「星の家と月の家の子供たち」 

自立支援ホーム星の家 

ホーム長 星 俊彦 様 

ホテルニューイタヤ 

第 1803 回 

2 月 20 日(水) 
12：30～13：30 

陽南 RC 合同例会 

招待卓話 

「宇都宮市政について」（仮） 

宇都宮市長 佐藤栄一 様 

ホテルニューイタヤ 

第 1804 回 

2 月 23 日(土) 
15：30～20：00 

RI 第 2550 地区 第 3 グループ 

インターシティーミーティング 
宇都宮グランドホテル 

 

  ＊ 27 日(水)の例会はありません ＊ 

出席報告    田島 久夫 副委員長 

 

会員数   53名  前々回 1月 9日 

出席数   26名   訂正率 100％ 

欠席数    27名       

出席率 60.47％ 

％       

例会予定 

 

第 1801 回  2 月 6 日(水) 

招待卓話 

「インターアクトの活動について」 

宇都宮南高等学校 南風倶楽部 


